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改革改善
の考え方

①問題
点

・中山間地域振興計画に基づいた具体的な事業の展開

②改革
提案

・中長期的な視点での事業計画の策定と「地域おこし協力隊」等の外部人材の活用の活用
・目標値の年次検証

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・２４年度実績１．４％減、２５年度実績１．３％減、２６年度実績１・５％減と目標値より多い減少率となっているが、人口が増加
した地区などがあり地域の特色を活かした活動や地域振興住宅事業等により、各地区の状況を把握しながら対応していくこと
が必要である。

総事業費①+② 11,920 10,772 17,555 18,062

2,000 2,000

臨時職員所要時間

一般財源 4,768 5,772 5,343 18,062

人件費計（千円）② 7,152 7,152

正規職員所要時間

起債

その他 60

5,000 5,000

県支出金

事業費計（千円）① 4,768 10,772 10,403 18,062 （国）過疎集落等自立再生対策事業補助金
（10/10）
（そ）ふるさと寄附

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　地域資源を活用した振興活動等に対する支援
（１）飯田市中山間地域連絡会議の開催（７地区まちづくり委員会）
（２）中山間地域振興事業支援補助（補助率10/10　上限30万円）
（３）中山間地域の連携活動モデルを育成する。対象団体に運営補助金を
交付する。（中山間地域竜東部会）
２　まちづくり委員会が主体となる定住事業の支援
（１）中山間地域定住支援事業補助（補助率2/3　上限50万円）
　　 ※過疎地域自立促進計画対象地区の遠山郷２地区を除く
（２）生活機能を維持するための研究と研修活動
（３）千代地区大学生フィールドワークとの協働による地域再生活動

1
（１）活動回数
（２）補助対象事業
（３）補助対象団体

２
（１）補助対象事業数
（２）活動回数
（３）活動回数

１
（１）４回
（２）７事業
（３）１団体

２
（１）５事業
（２）１回
（３）25回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・中山間地域７地区の主体的な取り組みを進める中で、庁内と自治振興センター、まちづくり委員会が連携して中山間地域振興のため
の事業を推進する。
・飯田市中山間地域連絡会議を開催するとともに、住民が広く参加できる研究活動や調査活動などを支援する。
・７地区まちづくり委員会が行う地域振興事業の支援を行う。また、遠山２地区を除く５地区について、定住支援を行う。（過疎計画区域
の遠山２地区については、別の定住支援事業にて同様の取組みを行う。）
・地域が連携して行う事業モデルとして、中山間地域竜東部会が取り組む活動を支援し、土地利用計画などを含めた将来ビジョン作成
など、地域の資産価値を高める活動につなげる。

成果
指標

地域振興住宅への入居世帯数（世帯） 6 6 6 5

成果
指標

前年対比人口減少率1%以内（%） 1 1.5 1 1

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

７地区の人口減少率を下げる

9月末中山間7地区住民登録人口
（人）

12954

意図（どういう状態
にするか）

対象地区の人口の減少に歯止めをかけ、生活機能を再
構築する

目
的

対象（誰・何を） 中山間地域の人口及び生活機能

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 85 中山間地域振興の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 8 山・里・街の魅力を高め、交流と連携によるグローバルなまちづくり

H27担当課等名 ムトスまちづくり推進課 H27係等名 中山間地域担当専門幹 H26係等名 中山間地域担当専門幹

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 21 終了 30
事務事業名 中山間地域振興事業

会計 一般会計
14 10

事業種別 政策

8 施策№ 85 事業№


